
鹿児島県警察本部交通部
交通企画課統計分析係

－ 2026.１－



目次

-

１ 県内の交通事故の推移（過去10年間） P2
２ 四輪車乗車中の死傷者の状況について P4
３ 二輪車乗車中の死傷者の状況について P5
４ 自転車乗用中の死傷者の状況について P7
４－１ 自転車乗用中死傷者のヘルメット着用状況について P8
５ 歩行中死傷者の状況について P9
５－１ 歩行中死傷者の状況について（高齢者） P12
６ こどもの事故の状況について P14
７ 反射材着用状況について P19
８ 高齢運転者事故（第１当一般原付以上）の状況について P20
９ 飲酒運転事故（第１当一般原付以上）の状況について P24
10 外国人運転事故の状況について P25
11          自転車関連交通事故について P26

1



１ 県内の交通事故の推移（過去10年間）

-

● 発生件数、死者、負傷者数は前年に比べ減少する。（図１）
● 状態別では、死者については歩行中が最も多く、死傷者は自動車乗車中が最も多い。（図２、図３）
● 高齢死者は、平成15年以降、23年連続で死者の過半数を占め、令和７年中の高齢死者は死者全体の約70.5％を占める。（図４）
● 第１当高齢運転者による人身事故の構成率は、過去10年間で緩やかに増加し、令和７年中の構成率は約33.9％を占め、交通死亡
事故の構成率は約44.2％を占める。（図５）
図１　発生件数，負傷者数，死者数の推移

図２　状態別死者数（R７) 図３　状態別死傷者数（R７)
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図４　死者全体に占める高齢死者の構成率の推移
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図５　第１当高齢運転者による構成率の推移（一般原付以上）
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２ 四輪車乗車中の死傷者の状況について
● 死傷者数、死者数は前年より減少する。（図１）
● 年代別の死傷者は40歳代が最も多く、次いで30歳代、50歳代が多い。（図２）
● 時間帯別の死傷者は16～17時台が最も多く、次いで８～９時台が多い。（図３）

図１ 図２

図３

（人）

4

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

死傷者 2,780 2,383 2,289 2,229 1,830

うち死者 19 18 21 23 18

0

5

10

15

20

25

0

500

1,000

1,500

（人）（人）
四輪車乗車中の死傷者数（過去５年間）

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上

死傷者 27 57 247 362 389 306 216 167 54 5

うち死者 0 0 0 3 1 2 1 5 4 2

0

1

2

3

4

5

0

50

100

150

200

250

300

350

400
（人） 年代別の四輪車乗車中の死傷者数（Ｒ７）

０～１時台 ２～３時台 ４～５時台 ６～７時台 ８～９時台 10～11時台 12～13時台 14～15時台 16～17時台 18～19時台 20～21時台 22～23時台

死傷者 19 13 15 164 282 247 246 243 310 215 50 26

うち死者 1 0 0 1 2 1 5 3 3 0 0 2

0

1

2

3

4

5

0

50

100

150

200

250

300

（人） 四輪車乗車中の時間帯別死傷者数（Ｒ７）



３ 二輪車乗車中の死傷者の状況について
● 死傷者数、死者数は過去５年で最小。（図１）
● 当事者別の死傷者は、一般原付が最も多く、次いで原付二種が多い。（図２）
● 年代別の死傷者は10歳代が最も多く、次いで20歳代、40歳代が多い。（図３）
● 二輪車関連事故の時間帯別発生件数は16～17時台が最も多く、次いで８～９時台、18～19時台の順で多い。（図４）

図１ 図２
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図４
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４ 自転車乗用中の死傷者の状況について
● 死傷者数は過去５年で最小。（図１）
● 年代別の死傷者は10歳代が最も多く、次いで20歳代が多い。（図２）
● 時間帯別の発生件数は16～17時台が最も多く、次いで６～ ７時台、12～13時台の順で多い。（図３）

図１ 図２
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４－１ 自転車乗用中死傷者のヘルメット着用状況について
● 全体の着用率は25.9％で、前年より2.0％増加する。（図１、表１）
● 小学生のヘルメット着用率は50.0％で、前年より33.3％増加する。（図１、表１）
● 中学生のヘルメット着用率は36.8％で、前年より18.8％減少する。（図１、表１）
● 高校生のヘルメット着用率は42.9％で、前年より28.0％増加する。（図１、表１）
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全体 高校生 ６５歳～７４歳 75歳以上 小学生 中学生

全体 死傷者 ヘルメット着用 着用率
R３ 306 52 17.0%
R４ 297 53 17.8%
R５ 266 53 19.9%
R６ 243 58 23.9%
R７ 193 50 25.9%

小学生 死傷者 ヘルメット着用 着用率
R３ 19 13 68.4%
R４ 13 9 69.2%
R５ 13 9 69.2%
R６ 6 1 16.7%
R７ 10 5 50.0%

中学生 死傷者 ヘルメット着用 着用率
R３ 24 15 62.5%
R４ 20 12 60.0%
R５ 23 13 56.5%
R６ 18 10 55.6%
R７ 19 7 36.8%

高校生 死傷者 ヘルメット着用 着用率
R３ 45 3 6.7%
R４ 65 4 6.2%
R５ 51 6 11.8%
R６ 47 7 14.9%
R７ 42 18 42.9%

６５歳～７４歳 死傷者 ヘルメット着用 着用率
R３ 28 5 17.9%
R４ 24 4 16.7%
R５ 21 3 14.3%
R６ 27 4 14.8%
R７ 17 1 5.9%

75歳以上 死傷者 ヘルメット着用 着用率
R３ 29 1 3.4%
R４ 37 4 10.8%
R５ 26 2 7.7%
R６ 20 1 5.0%
R７ 10 3 30.0%

全体 小学生 中学生 高校生 ６５歳～７４歳 75歳以上
R３ 17.0% 68.4% 62.5% 6.7% 17.9% 3.4%
R４ 17.8% 69.2% 60.0% 6.2% 16.7% 10.8%
R５ 19.9% 69.2% 56.5% 11.8% 14.3% 7.7%
R６ 23.9% 16.7% 55.6% 14.9% 14.8% 5.0%
R７ 25.9% 50.0% 36.8% 42.9% 5.9% 30.0%

※「着用不明」は「非着用」として集計した。 8



５ 歩行中死傷者の状況について
● 死傷者数、死者数はともに前年より減少する。（図１）
● 年代別の死傷者は、70歳代が最も多く、次いで80歳代が多い。（図２）
● 道路形状別の死傷者は、交差点が最も多く、路線別では市町村道、時間帯別では18～19時台が最も多い。（図３、４、５）
● 夜間の致死率は、昼間の2倍である。（図６）
● 横断方向別の死傷者は、昼間は左から右が多く、夜間は右から左が多い。（図９）
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図５ 図６
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図10
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５－１ 歩行中死傷者の状況について（高齢者）
● 歩行中死者に占める割合は前年より増加し、高水準を推移している。（図１）
● 死傷者数は前年より減少したが、死者数は前年より増加する。（図２）
● 過去５年間の時間帯別の死傷者は、18～19時台が最も多く、次いで16～17時台、６～７時台の順に多い。（図３）
● 過去５年間の事故類型別の死者は、横断歩行中が全体の約71.2％を占める。（図４）
● 過去５年間の横断方向別の死者は、右から左が多い。（図５）
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横断歩行中における横断方向別の高齢死者数（過去５年）

（人） （人）死者数

注：歩行中高齢死者59人のうち、横断方向が判明している42人について分析を実施した。

歩行中高齢死者59名のうち、横断中の死者が42名で
あり、歩行中横断死者の約71.2％を占める。

０～１時台 ２～３時台 ４～５時台 ６～７時台 ８～９時台 10～11時台 12～13時台 14～15時台 16～17時台 18～19時台 20～21時台 22～23時台

死者数 0 0 4 8 5 7 4 3 9 10 4 5

0

5

10

歩行中高齢者の時間帯別死者数（過去５年間）（人）

0 5 10 15 20 25

全時間帯

【左から右→】

0510152025

全時間帯

【←右から左】
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自転車乗用中

29人

21.5%

歩行者等

53人

39.3%

自動車同乗中

53人

39.3%

こどもの状態別死傷者数（Ｒ７）

６ こどもの事故の状況について
● 死者数は前年と比べ減少し、死傷者数は増加する。（図１）
● 年代別の死傷者は、小学生が多い。（図２）
● 時間帯別の死傷者は、16～17時台が最も多く、次いで14～15時台が多い。（図３）
● 状態別の死傷者は、歩行者等と自動車同乗中が53人で同数である。（図４）
● こどもの歩行中死傷者のうち、横断歩行中死傷者が約71.7％を占める。（図８）
● 横断歩行中のこどもの死傷者のうち、小学１～３年生が約60.5％を占める。（図９）

図１ 図２

図３ 図４

図５～７参照

図８～14参照

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

死傷者 161 111 158 112 135

うち死者 2 1 1 1 0

0

1

2

3

0

50

100

150

こどもの死傷者数（過去５年間）
（人）

（人

幼児 小学生 中学生

死傷者 21 76 38

0

20

40

60

80

年代別死傷者数（Ｒ７）（

0 0 1

12 13 16 14

25
31

21

1 1

0

10

20

30

40

時間帯別死傷者数（Ｒ７）
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着用, 42人, 82%

非着用

9人, 18%

自動車同乗中死傷者の自体防護着用別（Ｒ７）

荷台等, 1人, 11%

後部座席, 8人, 89%

自体防護非着用死傷者の乗車区分別（Ｒ７）

図５ 図６

図７

（人）

非着用者の乗車区
分及び学齢別につい
ては図６、７参照

自体防護
着用対象51人

自体防護
非着用９人

2

1 1

5

0

3

6

小学３年生 小学５年生 小学６年生 中学２年生

小学生 中学生

自体防護非着用死傷者の学齢別（Ｒ７）（人）
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横断中／横断歩道

23人, 43%

横断中／横断歩

道付近, 1人, 2%

横断中／その他, 

14人, 26%

路上停止中, 2人, 4%

対面通行中, 4人, 8%

背面通行中, 1人, 2%

人対車両／その他, 

6人, 11%

歩行者以外の道

路上の人, 2人, 

4%

こどもの歩行中の事故類型別死傷者数（Ｒ７）

2

3

4 4

2

4

3

1

5

3

4

3

0

1

2

3

4

5

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

横断歩行中のこどもの月別死傷者数（Ｒ７）（人）

3

7

8 8

2 2 2

1

4

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

横断歩行中のこどもの学齢別死傷者数（Ｒ７）（人）

図８ 図９

図10

横断歩行中の死傷者が
38人で歩行中死傷者の
約71.7％を占める。

横断歩行中のこどもの死傷者38人のう
ち小学１～３年生が23人で約60.5％を占
める。
死傷者は小学２年生、小学３年生が最

多の８人。

横断歩行中のこどもの月別死傷者は、
９月が最多の５人で、次いで３、４、６、
11月が多い。
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7

3
4

1 1 1

4

16

1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

遊戯 訪問 買物 観光娯楽 目的なし・徘徊 その他 登校 下校 学業中

私用 通学（園）等

横断歩行中のこどもの通行目的別死傷者数（Ｒ７）（人）

2

4

0 0 0

1

3

5

6

9

2

5

0

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

７時台 ８時台 ９時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台

横断歩行中のこどもの時間帯別死傷者数（Ｒ７）（人）

図11

図12

横断歩行中のこどもの時間帯別死傷者は、
16時台が最多の９人で、次いで15時台が多い。

横断歩行中のこどもの通行目的別死傷者は、
下校が最多の16人で、次いで遊戯が多い。
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図13

2116

図14

死傷者数

横断歩行中における横断方向別のこどもの死傷者数（R７）

こどもの横断歩行中死傷者38人のうち20人
（約52.6％）が違反なし。
法令違反ありでは、飛出しが最多の９人。

0 5 10 15 20 25

【左から右→】

0510152025

【←右から左】

※ 1人は横断方向不明
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７ 反射材着用状況について
● 夜間歩行中の死傷者全体の約94.2％が反射材非着用である。（図１、表１）
● 全体、高齢者ともに非着用の割合は、前年に比べ減少する。（図１、表１，２）

図１

表１ 夜間歩行中死傷者（全体） 表２ 夜間歩行中死傷者（高齢者）

19

高齢者 死傷者総数 反射材あり 反射材なし 非着用率
R3 48 3 45 93.8%
R4 62 4 58 93.5%
R5 49 1 48 98.0%
R6 51 3 48 94.1%
R7 49 3 46 93.9%

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

全体 97.1% 95.4% 96.9% 94.9% 94.2%

高齢者 93.8% 93.5% 98.0% 94.1% 93.9%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

夜行反射材非着用率（夜間歩行中死傷者）（過去５年間）

全体 死傷者総数 反射材あり 反射材なし 非着用率
R3 136 4 132 97.1%
R4 130 6 124 95.4%
R5 159 5 154 96.9%
R6 157 8 149 94.9%
R7 137 8 129 94.2%



R3 R4 R5 R6 R7

65～69歳 301 230 258 221 205

70～74歳 294 314 196 197 228

75～79歳 199 196 166 194 221

80歳以上 228 197 209 203 169

150

200

250

300

350

年齢層別の１当事故件数の推移（過去５年間）

８ 高齢運転者事故（第１当一般原付以上）の状況について
● 年齢層別の第１当事故件数は、前年より70～74歳、75～79歳の年齢層で増加し、他の年齢層は減少する。（図１）
● 年齢層別の事故全体に占める構成率は、前年より65～69歳、70～74歳、75～79歳で増加し、80歳以上の年齢層は減少する。（図２）
● 高齢運転者（第１当一般原付以上）による交通死亡事故は19件で、交通死亡事故全体の約47.5％を占める。（図３）
● 高齢運転者（第１当一般原付以上）による交通死亡事故の法令違反別（過去５年間）では、操作不適が最も多く、次いで前方不注意となっている。

（図４）
図１ 図２

（件）

R3 R4 R5 R6 R7

65～69歳 8.7% 7.6% 8.9% 7.8% 8.6%

70～74歳 8.5% 10.4% 6.8% 7.0% 9.5%

75～79歳 5.7% 6.5% 5.7% 6.9% 9.2%

80歳以上 6.6% 6.5% 7.2% 7.2% 7.1%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

11.0%

年齢層別の１当事故構成率（全事故に占める構成率・過去５年間）

20



R3 R4 R5 R6 R7

その他 24 23 17 30 21

高齢第１当運転者 19 14 19 19 19

高齢第１当構成率 44.2% 37.8% 52.8% 38.8% 47.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

10

20

30

40

50

60

交通死亡事故に占める高齢第１当運転者（原付以上）の件数割合（過去５年間）

図３

図４

（件）

（件）
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歩妨 動静不注視 通行区分 前方不注意 信号無視 安全不確認 操作不適
指定場所

一時不停止
その他

その他 1 1 1 12 0 1 3 0 2

高齢第１当運転者 3 1 2 5 2 2 2 1 1

0

5

10

15

20

交通死亡事故の第１当運転者（一般原付以上）の法令違反別件数（Ｒ７）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

その他 1 2 0 2 1 2 1 1 1 4 2 4

高齢第１当運転者 1 3 3 0 2 1 1 0 2 5 0 1

0

2

4

6

8

10

交通死亡事故の第１当運転者（一般原付以上）の発生月別件数（Ｒ７）
（件）

図５

図６

（件）
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図７

図８

０～１ ２～３ ４～５ ６～７ ８～９ 10～11 12～13 14～15 16～17 18～19 20～21 22～23

その他 4 0 1 2 2 1 1 1 3 0 2 4

高齢第１当運転者 0 0 0 1 3 1 6 3 3 2 0 0

0

1

2

3

4

5

交通死亡事故の第１当運転者（一般原付以上）の発生時間帯別件数（Ｒ７）
（件）

出勤 退社 訪問 買物 観光娯楽 飲食 ドライブ 帰省 その他 職業運転 業務目的

通勤 私用 業務

その他 2 5 1 1 0 3 3 0 4 0 2

高齢第１当運転者 1 1 3 3 1 1 1 0 5 1 2

0

5

10

交通死亡事故の第１当運転者（一般原付以上）の通行目的別件数（Ｒ７）
（件）
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９ 飲酒運転事故（第１当一般原付以上）の状況について
● 発生件数、死者数ともに前年より減少する。（図１）
● 発生曜日は日曜日が最も多く、次いで土曜日が多い。（図２）
● 発生時間帯は２～３時台、４～５時台が最も多い。（図３）
● 車種別では普通乗用、軽四乗が多い。（図４）

図１ 図２

図３ 図４

R3 R4 R5 R6 R7

発生件数 46 34 35 45 29

死者数 5 1 1 8 4

0

2

4

6

8

10

0

10

20

30

40

50

飲酒運転事故の発生件数、死者数（過去５年間）
（人）

9

2
3

2 2

5
6

0

2

4

6

8

10

日 月 火 水 木 金 土

発生曜日別の飲酒運転事故件数（Ｒ７）

3

4 4

2

3

2

1

2

3

1

2 2

0

1

2

3

4

5

発生時間帯別の飲酒運転事故件数（Ｒ７）
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軽四乗

12件

41.4%

普通乗用

12件

41.4%

軽四貨

5 件

17.2%

車種別の飲酒運転事故件数（Ｒ７）



日本免許

24件,45%外免切替

22件,41%

外国免許

3件,6%

国際免許

3件,6%

運転許可証

1件,2%

運転資格別外国人運転者による交通事故件数（過去５年間）

10 外国人運転者事故の状況について
● 外国人運転者による交通事故の発生件数は、令和７年は前年と同数の14件である。（図１）
● 過去５年間の国籍（地域）別の外国人運転者の構成率は、中国、フィリピン、ベトナム、朝鮮・韓国、が全体の約７割（図２）
● 外免切替が22件で全体の約４割（図３）

(注)・第１当事者が一般原付以上の外国人（日本国籍以外の者をいい、無国籍の者、国籍不明を含む、以下同じ。）の件数である

26件

図２

図１

8

4

9

14
11

3

1

3

0.32

0.16

0.31

0.5
0.59

0

0.2

0.4

0.6

0.8

0

5

10

15

R3 R4 R5 R6 R7

外国人運転者による交通事故件数の推移（過去５年間）

重傷事故

軽傷事故

外国人事故割合

交通事故（一般原付以上・第一当事者）に占め
る外国人による事故の割合

図３

中国（台湾除く）, 11人, 21%

フィリピン, 10人, 

19%

ベトナム, 10人, 

19%

朝鮮・韓国, 6人, 

11%

パキスタン, 3人, 5%

アメリカ合衆国その他, 3人, 5%

台湾, 2人, 4%

シンガポール, 1人, 2%

インドネシア, 1人, 2%

カナダ, 1人, 2%

スペイン, 1人, 2%
フランス, 1人, 2% タイ, 1人, 2% ニュージーランド, 1人 2%

ネパール, 1人, 2%

国籍（地域）別外国人運転者による交通事故件数（過去５年間）図２

（注）・第１当事者が一般原付以上の外国人運転者による事故件数である。
・国際免許とは、道路交通に関する条約（ジュネーブ条約）第24条第１項の運転免許証
で、条約附属書９又は条約附属書10に定める様式に合致したものをいう。

・外国免許とは、道路交通法第107条の２に規定される外国運転免許証をいう。
・運転許可証とは、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約に基づく施設及び区域並びに日本国に
おける合衆国軍隊の地位に関する協定第10条１に規定される合衆国軍隊の構成員及び軍属並びにそれらの家族に対し
て発給した運転許可証若しくは運転免許証又は軍の運転免許証を所持している者をいう。
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平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

全体 95 84 87 77 79 61 47 54 49 39

19歳以下 22 18 13 11 12 16 13 12 8 11

20代 8 10 11 9 2 11 2 7 6 7

30代 3 4 4 6 6 7 3 2 2 2

40代 8 3 6 5 5 1 4 4 1 4

50代 8 8 12 8 17 6 2 7 5 3

60～64歳 5 4 8 2 3 4 3 4 4 4

65歳以上 43 38 34 37 35 20 20 20 23 9

95
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79

61
47

54
49

39
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90

100

自転車関連死亡重傷事故（第１・第２当事者）件数の推移

全体 19歳以下 20代 30代 40代 50代 60～64歳 65歳以上

図１

11 自転車関連事故の状況について
● 自転車関連死亡重傷事故件数は平成28年と比較して、令和７年は約４割に減少する。（図１）
● 年齢層は、令和６年までは65歳以上が多かったが、令和７年は19歳以下が多い。（図１）
● 死亡重傷事故に占める自転車関連死亡重傷事故件数の割合は令和７年は過去10年で２番目に少ない。（図２）
● 相手当事者別の自転車関連死亡重傷事故件数は、対自動車が約７割を占める。（図３）

各
年
齢
層

※ 自転車乗用者が第１当事者又は第２当事者となった事故件数であり、自転車乗用者の相互事故は１件とした。
第１当事者･･･最初に交通事故に関与した事故当事者のうち、最も過失の重い者をいう。
第２当事者･･･最初に交通事故に関与した事故当事者のうち、第１当事者以外の者をいう。

（件） （人）

全

体
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相手当事者別の自転車関連死亡重傷事故（第１・第２当事者）件数（過去10年間）

図２

図３

※ 自転車乗用者が第１当事者又は第２当事者となった事故件数であり、自転車乗用者の相互事故は１件とし、第１当事者の件数を計上。
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平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

死亡重傷事故件数に占める自転車関連死亡重傷事故（第１・第２当事者）件数の構成率の推移
死亡重傷事故件数（自転車以外）

自転車関連死亡重傷事故件数

死亡重傷事故件数に占める自転車関連死亡重傷事故件数の割合

対自動車, 26件, 12%

対二輪車, 10件, 5%

自転車相互, 13件, 6%

対歩行者, 25件, 

11%
自転車単独, 143件, 

66%

第１当事者

対自動車, 437件, 96%

対二輪車, 12件, 3%
その他, 6件, 1%

第２当事者

対自動車, 463件, 

69%

対二輪車, 22件, 3%

自転車相互, 13件, 2%

対歩行者, 25件, 

4%

自転車単独, 

143件, 21%

その他, 6件, 

1%

第１・第２当事者合計


